青山荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年6月18日　担当：三浦　　

	入　所　者
	氏　名　　　　奥山　以依子　　様　　　　　男・女　　　　昭和24年12月29日生（57歳）

	
	〒039-1104　八戸市田面木字赤坂35－35　　　　　　　　　　電話　0178-27-6638

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	昭和42年頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約　39年

	
	入院回数
	2回
	延べ入院年数
	約　34年

	医療機関
	　青南病院（主治医　安々平Dr）
	外来受診日
	毎週木曜日（週1回）

	医療区分
	警察（家族 扶養）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年障害基　障害基礎年金１級　（8.3万円）
※2月に重度医療の申請を行い、3月より開始。負担は0割で、毎月市役所へ手続きに出掛けている。

	
	その他
	（　　万円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	デイケア

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　17年　4月　4日
	身長
	140cm
	体重
	51kg

	最終学歴
	八戸北高校
	免許・資格
	特に無し

	職　歴
	なし
	

	保　護　者
	氏　名　奥山　彰二　様　　　　　　　　　続柄　弟　　　（同居　・否）

	入所目的

基本的な日常生活技術の習得（家事・調理・バスの乗り方）

	入院・治療歴　

①昭和42年4月　～　昭和50年2月（8年9ヶ月）　　入院　　青南病院

　昭和51年4月　～　昭和55年3月（3年11ヶ月）　 通院　　青南病院

②昭和55年4月　～　昭和17年4月（22年）　　　　 入院　　青南病院

	

	生活歴

S24年同胞4名の第3子として出生するが、幼少期に兄・姉は亡くなっている。高校入学後、2年時より急激に成績が下がり、高校3年の4月に突拍子もないことをしゃべり始め、物忘れがひどくなった。放浪・滅裂言動・奇行が出現。無為的な状態となり、衝動行為・自殺企図もあったことからS42年4月18日当院受診、1回目の入院となる。入院中も他患者へ乱暴することや、ガラスを割り破片で首を切るなどの自殺企図が数回あったが、衝動行為見られなくなり症状安定した為、S50退院。以後外来通院は行われず、S51年に退院後通院治療を開始するが、S55年より食事を拒否し、絶叫しながら周囲を叩くなどの行動が見られ、S55年4月、2回目の入院となる。その後H17年まで30年の入院歴があり、外部に対する興味関心や意欲の低下、現実検討能力の低下・感情の平板化が著名。



	家族構成

[image: image1.wmf] 


[image: image2.wmf] 

[image: image3.wmf] 

[image: image4.wmf] 



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

年金が本人自己管理となってからは、弟様が面会に来る回数は以前よりも減少している。本人より外泊を希望し、ゴールデンウィーク中に自宅へ連絡をすることがあったが、弟様の仕事が忙しいとのことで都合がつかず外泊せずに青山荘で過ごす。外泊の機会も全く亡くなってしまったことで義妹との関わりもなくなっている。

本人からも弟様宅へ電話をすることも少なくなっているが、3月より毎月弟様家族宛てに手紙を書くことで、繋がりを持っている状態。しかし、手紙は一方的なものにしか過ぎず、弟様からの電話連絡や返信はないため、面談時に弟様へ本人への評価を行って欲しい旨を職員より伝えている。




　　　　　　　　　　　　　　　平成　19年　6月　18日　（月）

	氏　名
	   奥山　以依子様
	男・女
	生年月日
	　昭和　24　年　12月　29日（　57歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：地域で自分らしい生活を営む為に、QOLの向上を図りながら本人の地域生活に対する選択の幅を広げられるような援助を行う。
短期目標：家族との関係性を調整する。必要最低限の日常生活が送れるよう、必要な能力の習得と維持に努める。


	これまでの経過（前回評価日　H　19年　2月　12日）

	【前回までの問題点】
●年金自己管理（①QOLの向上　②貯金について）

自由に金銭を使えるようになることで、他利用者と毎週のように市街へ外出し、余暇時間を楽しみ、QOLの向上に繋がっている。年金自己管理前まで月額7.5万円を生活全般費（医療費・入所料・食費も含む）として管理することとし、月額1.6万円ずつ貯金を行う事としていたが、現在では月額10万円程（年金分8.5万円＋重度医療費全額）おろしている為、通帳へは2万程度しか貯金がない。２～３万円を常に手元に置いている。

入院時から金銭を気にしながら生活してきたことや、弟様が管理していたということから、自己管理となった今も金銭に対しての不安や固執が見られている（手元に数万円持っていないと安心しない・月に数回銀行へ行き記帳を行い金銭の確認を行わなければ落ち着かない等）。

●家族関係の調整（①退所先について　②家族との関係性）

弟様の仕事が忙しいと面会に来る回数や電話での直接のやり取りも少なくなり、関係性はより希薄となっている。また、外泊の機会がなくなってしまったことからも、義妹との関わりも全くない。本人からもゴールデンウィークなどの休日前に外泊の希望を電話にて伝えたが、都合が合わず行われていない。しかし、本人は以前に比べ面会に来ないことや外泊に行く機会がなくなってしまったことについてはさほど気にする様子も精神不安定になる様子も見られず「外泊には行っても行かなくてもいいです」と話をしている。

退所先について弟様は関係施設や病院近辺を希望している。義妹との関係性もあり、自宅に戻すのは難しいとのこと。延長1年間も含め、本人の希望と生活能力も含め検討することとする。

【現在の取り組み】
　①手紙

弟家族との関係性も希薄になっていることからも、3月より継続して荘内での生活状況やデイケアでの様子を文章にし、本人の書いた絵を添えて手紙を送っている。手紙を下書きするものの、文章構成をすることが難しく（ただ1日に行ったことを書き綴っている…風呂へ入って、チラシを見て、窓を10分くらい開けて…等）、下書きにて本人が伝えたいことを取り入れながら、職員と一緒に文章を考え、送付している。以前の面談で弟様からも本人の訓練の一環として行って欲しいと話があったものの、本人へ評価することなく一方的となってしまっている。そのため、5/28弟様面談で来荘された際に、本人への評価もその都度行って頂きたい旨を伝えている。

②外出訓練

重度医療費申請手続きのため、月初めに職員と一緒にバスに乗り、市役所に出掛け手続きを行っている。退所後も毎月手続きを継続しなければならないことも考慮し、バスの乗降と市役所への道順を覚える訓練に取り組んでいる。以前は一人で出掛け迷子になることもあったが、現在では他利用者と共に市街へ出掛けても迷子になることなく余暇を楽しむことが出来るようになった。しかし、未だ単独でバスに乗車することや市街へ出掛けることは困難なため、引き続き職員も同行しながら序々にバスの乗降や市役所までの道のりを覚え、繰り返し行う事で市役所まで単独で行き来する事が出来るよう月1回訓練を行う事とする。

【健康管理】
毎月の体重・体脂肪増加が目立つ（6月現在･･身長139㎝　体重52㎏　BMI26.5　体脂肪34.2%）。

発病時は体重70㎏程あったとのことで、太りやすい体質だとのこと。弟様からも面談時、1度採血を行って欲しいと依頼あり、6/6外来時に採血施行する。結果、数値も正常であり特に異常は見られないとのことだが、体重・体脂肪の増加には今後も注意が必要。


プラン計画者　氏名：三浦　理見

	問題点
	介入方法
	支援期間

	退所までの訓練への取り組み

→自分のリズムや習慣を持ち、臨機応変に対応することが出来ない。

→自分にどのような訓練が必要なのか把握することが出来ない。
	退所までに新たな能力を身につけることには限界があり、本人の出来る範囲での訓練と能力の維持に力を入れる必要がある。現在の能力を把握し、出来ること出来ないこと、今後訓練で改善されるもの、されないものとを本人の能力と照らし合わせながら検討・分析し、退所後までに日常生活に必要な最低限度の能力を身につける。

－今後の具体的取り組み－

【健康管理・食事管理】

· ホスピタリズムにより薬包を確認に来ることが習慣化されてしまっていることからも、確認の必要性について本人と話し合い、自己服薬管理を行いながらも忘薬・誤薬のないよう意識付けを図る。

· 体重・体脂肪率が増加傾向であるため、食事の摂取方法の問題点（早食い・一種類ずつ食べる）を本人と話し合い、適度な運動を取り入れ、行動の習慣化を図り、体重・体脂肪率を軽減する。

【社会資源の利用】

· 目標を決め、迷わず目的地（市役所障害福祉課）まで行くことが出来るよう継続してバスの乗降練習する。

【金銭管理】

· 年金や重度医療など通帳に入った金銭は全て手元に保管しているため貯金が出来ない。今後退所の際に必要物品が出てくることも考慮しながら金銭管理を行う。また、手元に管理している際のデメリット（盗難、財布を落とした場合）についても説明し、金銭管理方法について再度検討していただく。
	　　6ヶ月

	家族関係の調整


	· 本人と弟様との関係が希薄になりつつあることからも、弟様からの面会や連絡がない場合は、本人へ電話連絡を促すことや、職員から弟様へ面談希望の連絡をとり、関係性を切らさぬよう援助を行う。

· 自分の気持ちや言いたい事を伝える手段の一つとして、今後も手紙は弟家族へ送付する。文章の書き方や、気持ちを伝える方法など回数を重ねながら習得出来るよう職員がその都度文章を添削し、本人と振り返りながら手紙を書く。

· 電話時や面談時に弟様から本人へ手紙の評価や青山荘での生活状況などについて評価していただけるよう促すことで、本人のモチベーションを保つ。

· 弟様へ電話をする際には個別にSSTを行い、伝えたいことや会話の練習を行う。


	    ヶ月
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本人（57歳）
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彰二氏（54歳）
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